
 

 

 
 

「天橋立海面利用安全対策協議会」における取組状況 

～文珠水道を航行する水上オートバイが激減（ゼロ）！～ 

 

天橋立エリアの自治会・観光・漁業関係団体・マリン事業者、行政等の関係機関

による「天橋立海面利用安全対策協議会」において、水上オートバイ等の海面利用

のルールを自主規制として定め、安全航行の促進に向けた取組を進めています。 

昨年度に続き、水上オートバイの航行調査を実施したところ、苦情が多かった文

珠水道を航行する水上オートバイの航行数は激減（ゼロ）しました。 

 

１ 調査内容  

天橋立エリアにおける水上オートバイの航行状況調査 

・ 文珠水道航行数及びリストバンド着用の有無 

・ 大天橋の航行数 

・ 一時着岸エリア、一時着岸エリア外における着岸台数  

 

２ 調査日時 

   令和４年４月２９日～５月８日、７月１日～９月３０日の土・日・祝日 

８月８日～１０日、８月１２日、８月１６日 

 

３ 航行数 

                             （単位：台） 

 

 

 

 

 

  ※ＧＷ期間除く（昨年度調査対象外） 

 

４ 今後の取組について 

   本協議会において１１月中旬に作業部会、３月に本会議を開催し、今シーズン

の検証と、次年度以降の取組について協議予定 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 丹後広域振興局総務防災課 課長 松本  電話 0772-62-4301 
 

  
  

 Ｒ４ Ｒ３ 前年度差引 

文珠水道航行数 ０ ２８ △２８ 

大天橋航行数 ５９０ ４９７ ９３ 

一時着岸エリア利用台数 ２７ ９３ △６６ 

一時着岸エリア外利用台数 ５ ３ ２ 
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